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年 月 日 （ 日 ） ：
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番 番

No. 号 号 No.

分 3 年 1 1 2 年 分

分 3 年 3 3 3 年 分

分 3 年 4 5 2 年 分

分 2 年 18 24 2 年 61 分

分 2 年 19 25 2 年 分

分 3 年 6 7 2 年 分

分 2 年 17 11 3 年 分

80＋5 分 3 年 7 14 2 年 78 分

分 2 年 16 30 2 年 61 分

分 3 年 10 10 2 年 分

分 3 年 9 19 2 年 71 分

分 2 年 12 12 2 年 分

分 3 年 2 2 3 年 分 24

分 3 年 5 13 2 年 分

分 3 年 14 6 3 年 分

分 2 年 21 17 3 年 分 14

分 1 年 26 26 3 年 分 30

分 3 年 11 9 3 年 分

7 分 2 年 20 20 3 年 分

分 2 年 22 29 2 年 分 19

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 7 1 － 0

分 10 2 － 0

分 2 2 － 1

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －
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公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 

兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 寺岡　大輔令和５年度兵庫県高等学校サッカー選手権大会 準決勝 45

日  時 2023 11 5 11 ０５ キックオフ 会  場 ユニバー記念補助競技場

天  候 晴れ 微風 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 80  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原　弘樹 会場主任 田村　孝次 記  録 芝切　淳 後藤　大輔 観 衆 1,341

主  審 寺岡　大輔 副審１ 田中　裕隆 副審２ 三橋　拓也 第４の審判員 山田　斗志弘
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 チーム名

神戸弘陵学園高校 後半 三田学園高校

○×  先 PK戦 先  ○×
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K
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選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 神田　航汰石橋　亮斗 GK

DF 八木　捷斗 1柴尾　美那 DF

DF 黒瀬　直弥 11 岡　   未來 DF

DF 大平　朋輝阪上　聖恩 DF

DF 福井　奏太郎藤本　達真 MF

MF 上野　   櫂大井　孝輔 MF

MF 米田　陵汰1 1 木津　奏芽 MF

MF 中田　雄大４* 佐波　昂大 MF

MF 小林　瞳斗1 石橋　瀬凪 FW

FW 姫田　琢斗 1２* 1 北藤　   朔 FW

FW 瀬尾　涼太 11 馬場　悠平 FW

GK 石川　零唯歌野　裕大 GK

DF 池間　蒼士 １*豆成　   僚 DF

DF 道幸　寛登三輪　桜大 DF

MF 近藤　   翔松井　君弥 DF

MF 井口　仁貴井田　琉汐 MF

MF 岩本 宗一郎梅原　良弥 MF

FW 松尾　佳和高橋　奏多 FW

FW 谷川　裕基中邑　蕾羽 FW

FW 谷垣　徹平下酔尾 朔也 FW

12 9 3

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

2 3 5

事 由前半 後半 合 計 時 間

1 0 1

12 7 5 Ｇ Ｋ 7 4 11

9 4 5 Ｃ Ｋ 3 5 8

間接ＦＫ1 0 1

3 直接ＦＫ 3 3 64 1

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ
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経
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77 神戸弘陵 佐波 左CK 10

８０＋５ 神戸弘陵 北藤 右

∩ 中央 × 7 HS

８０＋６ 三　田 池間 中央 10 → 右 2 ∩

9 → 中央 10 ～ S

中央 こぼれ球 2 S

戦

評

[備 考]

戦評者 所 属 芦屋学園／西脇工　 氏 名 吉本英寛／川口大翔　

晴天の中、神戸弘陵１－３－４－３、三田１－４－４－２で神戸弘陵のキックオフ。神戸弘陵は、MF10番北藤を起点に左サイドから攻撃を試みる。対して
三田は、FW10番姫田と19番瀬尾にボールを集め神戸弘陵ゴールに迫る。16分神戸弘陵18番坂上の右サイドからのクロスに9番馬場があわせるも、三田3
番八木の好守に阻まれる。26分三田24番大平のクロスの折り返しに19番瀬尾があわせるがオフサイドでノーゴールとなる。両チームともに、幅を広く使っ
たパス回しや、サイドからのドリブルで仕掛けるなど技術の高さが見られた前半であった。
後半立ち上がり、三田が前線からプレスをかけ、縦に入ったボールを奪い、10番姫田を中心に攻撃をする。徐々に神戸弘陵も三田のプレスに対応し始め、
ボールを回して三田ゴールに迫る。５１分三田はカウンターで19番瀬尾のドリブルからチャンスを作る。神戸弘陵は、6番大井の豊富な運動量でセカンド
ボールを拾い幅両サイドを広く使った攻撃で徐々にペースをつかむ。７７分神戸弘陵はコーナーキックからゴール前の混戦を７番佐波がヘディングで押し込
み先制する。85分神戸弘陵は9番馬場からボールをもらった10番北藤が追加点を奪った。最後まであきらめず神戸弘陵ゴールに迫った三田は86分2番池間
がこぼれ球を押し込み1点を返すが試合終了。攻守に運動量を落とさずに最後まで戦った三田に賛辞を送るとともに、神戸弘陵の決勝戦での活躍に期待した
い。


